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十
一
月
三
日
（
土
）
午
前
十
一
時
か
ら
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
に
て
、
関
係

者
約
七
十
人
が
出
席
し
、
苫
前
町
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
町
表
彰
は
、
政
治
、
経

済
、
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
福
祉
、
防
災
、
納
税
な
ど
の
各
分
野
に
お
い
て

功
績
が
あ
っ
た
皆
様
は
じ
め
、
永
年
勤
続
者
、
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た
個
人
や
団

体
な
ど
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
は
、
四
十
八
人
、
三
企
業
が
表
彰
さ
れ
た
。

式
辞
で
森
町
長
は
「
苫
前
町
は
、
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
町
の
振
興
、
発
展
の
た
め
に
ご
支
援
、
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と

述
べ
た
。

次
に
星
野
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
佐
野
進
さ
ん
（
字
九
重
）

が
「
こ
の
栄
え
あ
る
表
彰
は
、
地
域
の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
今
後
も
微
力
な
が

ら
町
の
振
興
発
展
に
尽
く
し
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。
引
き
続
き
、
受
賞
さ
れ

た
表
彰
者
を
囲
ん
で
和
や
か
に
祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
。

1．功労表彰
自治功労者
浅井　　昭（古丹別）
平成7年5月から連続3期12年に至る永きにわたり、苫前町議会
議員として尽力、本町自治の振興発展に貢献した。
間宮　英明（長島）
平成3年5月から現在までの連続4期16年余に至る永きにわた
り、苫前町議会議員として尽力、本町自治の振興発展に貢献した。

産業功労者
寺林　俊明（旭）
平成5年7月から連続4期12年に至る永きにわたり、苫前町農業
委員として尽力、本町農業の振興発展と農用地の適正利用の増進
に貢献した。
大矢根成孝（旭）
平成元年3月、苫前町農業協同組合理事に就任、平成13年3月
から平成15年5月まで同組合代表理事専務、平成15年5月から平
成18年6月まで同組合代表理事組合長として、永年にわたり、本
町農業の発展と農協の健全運営に貢献した。
佐野　　進（九重）
昭和63年4月、苫前町土地改良区理事に就任、平成7年3月から現
在まで理事長として、永年にわたり、本町土地改良事業の推進と
団体の健全運営に貢献した。

2．勤続表彰
自治関係
伊藤　昌栄（興津）
駐在員として15年以上勤続、本町の自治振興に尽した。
檜森　正春（古丹別）
交通安全指導員として30年以上勤続、交通安全運動の推進に尽
した。
小倉　恵子（苫前）、山本　啓一（古丹別）
交通安全指導員として20年以上勤続、交通安全運動の推進に尽
した。

社会福祉関係
野崎　信輝（苫前）
社会厚生委員として10年以上勤続し、住民福祉の増進に尽した。

防災関係
田中　敏郎（苫前）、太田　信之（苫前）
水難救助員として30年以上勤続し、防災業務に尽した。
能登　輝夫（苫前）、嶋崎　三春（苫前）、石岡　晴夫（苫前）
白畑　　誠（力昼）、瀬川　節夫（苫前）、坂本　　孝（力昼）
水難救助員として20年以上勤続し、防災業務に尽した。

教育関係
池田　民治（古丹別）
社会教育委員として10年以上勤続し、社会教育の振興に尽した。

納税関係
林　　道行（古丹別）
納税貯蓄組合長として20年以上勤続し、納税思想の普及に尽した。
宮本　純朗（古丹別）
納税貯蓄組合長として10年以上勤続し、納税思想の普及に尽した。

3．善行表彰
岡田八重子（苫前）
町の公益のため、多額の金品を寄付した。

4．感謝状
寄　附
（有）エフケー･ドラッグ代表取締役　福井　俊之（羽幌町）、
竹内　　勝（苫前）、高橋　茂夫（札幌市）
町に寄付をし、町政の振興に寄与した。

在住80年以上
坂本　武美（力昼）、堀井　静子（旭）、高須賀テル（古丹別）
中嶋喜代美（岩見）、開発　省一（古丹別）、工藤キミヱ（昭和）
早川　利一（九重）、加藤　　等（古丹別）、花井　文子（九重）
野崎　タマ（上平）、小野　哲子（苫前）、金子　勘市（古丹別）
竹花　行正（古丹別）、村上　政夫（九重）、新堀タマ子（古丹別）
赤坂ミチ子（苫前）、清水　和子（九重）、金澤　行雄（力昼）
杉本　昭一（上平）、伊藤ハマヱ（古丹別）、柴田　房夫（九重）
貝野テルヱ（昭和）、村本　　豊（昭和）、竹内　俊男（長島）

社会貢献
山本建設工業（株）代表取締役　山本　啓一（古丹別）、
千葉建設（有）代表取締役　千葉　國雄（苫前）
道の駅「風Wとままえ」駐車帯を地域貢献事業として整備し、
町政振興に寄与した。

本
町
発
展
の
礎
と
な
ら
れ
、
各
分

野
に
お
い
て
ご
尽
力
さ
れ
た
受
賞
者

の
皆
様
に
心
か
ら
賞
賛
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
　

苫
前
町
表
彰
式町表彰式の様子

受賞者代表謝辞（佐野進さん）

表　彰　者　一　覧 （敬称略）
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１１月１０日（土）１１日（日）陸上自衛隊留萌駐屯地

音楽隊が苫前町にやって来た。

１０日（土）は、幸寿園で「千の風になって」や「ど演

歌えきすぷれす」などを演奏したほか「あこがれのハワイ

航路」などを歌い、入所しているお年寄りは、手拍子をし

ながら楽しいひとときを過ごし、感動のあまり涙を流すお

年寄りもいた。

また、ボランティアで園施設の屋根や駐車場などの落ち

葉の清掃活動などにも汗を流してくれた。

１１日（日）には午後５時から町公民館で苫前中学校・

古丹別中学校吹奏楽部と盛大な合同演奏会が行われた。

森町長は「当町出身の荒関均連隊長、越前幸廣音楽隊長

はじめ音楽隊員の皆様のご尽力で、当町での演奏会開催が

叶い感謝します」とあいさつ。また、７月に発生した当町

の林野火災においての活躍にお礼を述べた。

荒関連隊長は「地域に根ざした信頼される部隊を目指し

ており、町民の皆様と演奏会を開催出来ることを光栄に思

います」とあいさつ。

「アララの呪文」や「青春の輝き」「マジックスライド」

「マツケンサンバⅡ」「ペコリナイト」などを演奏し、

約３５０人の来場者を魅了していた。

苫前２００７演奏会　留萌駐屯地音楽隊がやって来た苫前２００７演奏会　留萌駐屯地音楽隊がやって来た
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十
一
月
十
六
日
（
金
）
午
後

七
時
よ
り
町
公
民
館
に
て
、
平

成
十
九
年
度
「
苫
前
町
文
化
協

会
・
体
育
協
会
表
彰
と
交
流
の

集
い
」
が
開
催
さ
れ
た
。

表
彰
式
で
は
、
文
化
協
会
か

ら
文
化
振
興
賞
三
人
、
文
化
特

別
賞
一
人
。
体
育
協
会
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
功
労
賞
一
人
、
特
別
賞

一
人
の
六
人
が
受
賞
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
文
化
協
会
創

立
四
十
周
年
を
記
念
し
、
森
晃

一
第
五
代
文
化
協
会
会
長
に
創

立
四
十
周
年
記
念
感
謝
状
が
手

渡
さ
れ
た
。

交
流
の
集
い
で
は
、
文
化
と

ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
参
加
者
約

百
人
が
集
い
、
お
互
い
の
活
動

や
活
躍
を
認
め
合
い
な
が
ら
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い

た
。（
表
彰
者
は
下
記
の
と
お

り
、
敬
称
略
）

平
成
六
年
度
か
ら
平
成
十
三
年
度

ま
で
、
四
期
八
年
に
わ
た
り
文
化
協

会
長
し
て
尽
力
。
創
立
三
十
周
年
に

は
、
会
長
と
し
て
様
々
な
記
念
行
事

を
成
功
さ
せ
る
な
ど
多
大
な
功
績
を

残
し
た
。

創
立
四
十
周
年
記
念
感
謝
状

森
　
晃
一(

第
五
代
会
長
）

入
会
以
来
、
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
舞
台
部
門
に
は
二
十
年
間
連
続
で

出
演
す
る
な
ど
、
各
種
事
業
に
参
加
、

協
力
。
今
後
も
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー

と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

文
化
振
興
賞
　
堀
井
　
幸
一
　
　
　

カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

文化特別賞の永井星奈さん（古小3年生）

森　晃一（字九重）

平成19年度苫前町文化協会･体育協会表彰と交流の集い

苫前中古丹中吹奏楽部によるアトラクション

堀井幸一（字古丹別）

花
木
愛
好
会
入
会
以
来
、
緑
化
事

業
、
植
樹
事
業
な
ど
に
参
画
し
、
庭

木
、
果
樹
の
手
入
れ
に
関
す
る
指
導

な
ど
、
周
囲
か
ら
の
信
望
も
厚
く
、

平
成
十
五
年
か
ら
は
会
長
と
し
て
指

導
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

文
化
振
興
賞
　
上
田
　
正
男
　
　
　

花
木
愛
好
会

上田正男（字九重）

平
成
十
八
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ

た
シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー

ル
in
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
北
海
道
地
区
大
会
一
、

二
年
生
の
部
で
銅
賞
に
入
賞
し
、
今

年
一
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
全
国

大
会
の
出
場
を
果
た
し
た
。

文
化
特
別
賞
　
永
井
　
星
奈
　
　
　

古
丹
別
小
学
校
三
年
生

永井星奈（字古丹別）

副
会
長
と
し
て
会
員
か
ら
厚
い
信

望
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
コ

ン
テ
ス
ト
で
入
選
、
入
賞
し
高
い
評

価
を
得
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
の
風

力
発
電
の
あ
る
風
景
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
苫
前
の

名
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

文
化
振
興
賞
　
工
藤
　
勝
　
　
　

コ
タ
ン
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

工藤　勝（字古丹別）

ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
の
約
五
キ
ロ
の

散
策
コ
ー
ス
を
朝
晩
歩
く
の
が
日
課
。

「
風
車
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」の
提
唱
者
で
も

あ
る
。
今
年
十
月
十
六
日
の
八
十
二
歳

の
誕
生
日
に
は
、
上
平
か
ら
留
萌
駅
ま

で
の
三
十
八
キ
ロ
を
完
歩
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞

白
府
　
義
雄

町
体
育
協
会

白府義雄（字上平）

平
成
三
年
四
月
、
愛
好
会
二
代
目

会
長
に
就
任
。
平
成
四
年
に
町
内
各

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
を
統
合
し
て
、

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
を
設
立
、
会

長
に
就
任
。
平
成
十
九
年
三
月
ま
で

十
六
年
に
わ
た
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
普

及
に
努
め
た
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

鎌
田
　
信
夫

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

鎌田信夫（字苫前）
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１１月２日（金）から４日（日）まで、町文化協

会と町公民館主催の「公民館フェスティバル展示部

門」が、苫前町公民館で行われた。

館内には、町文化協会加盟団体員や保育園（所）

長島町交流作品、個人の作品合わせて３９５人の芸

術作品８０３点が展示され、鑑賞に訪れた約６００

人の皆さんを魅了していた。

３日（土）の子ども用品のリサイクル広場は、開

館と同時に大勢のお母さんたちが詰めかけ、バーゲ

ンセールのような人気ぶりをみせていた。また、子

ども向けの映画上映やパッチワーク、陶芸の体験コ

ーナーも設けられ賑わいを見せていた。4日（日）

には、人形劇「ミケネコにゃん太のラブアタック」

や「たぶちゃんのポンポン人形づくり」が行われ、

子どもたちの人気を集めていた。

児
童
・
生
徒
美
術
展

当町の港で放流された標識を付けたハタハタが石狩

沖合で再捕された。町内業者から成田正則さん（字古

丹別）が購入したハタハタの一尾に「トママエ」と書

かれた標識を発見し、１１月１４日に役場農林水産課

に連絡したもの。

これは、留萌中部ハタハタ研究会（高橋幸治会長：

苫前、羽幌、初山別漁協青年部）が「ハタハタを増や

そう」と人口採卵、孵化の活動を行ってきた研究の一

環で、標識放流試験を平成１３年から平成１８年まで

に８５９尾を放流している。

雄を石狩から陸送し、苫前産の雌の卵と受精、その

後、雄に標識を付け、苫前漁港に放流している。これ

までも２１尾が再捕されている。成田さんが発見した

ハタハタも石狩に戻る途中に、石狩沖合で捕獲された

と考えられるとのこと。

研究会では、ハタハタは地域性のとても強い魚であ

ることが解明されてきた、今後も移動経路調査の参考

にするため、標識を付けたハタハタを発見した場合は、

是非、連絡を頂きたいと話していた。

連
絡
先

漁
協
苫
前
支
所
　
六
四-

二
三
三
一

役
場
水
産
係
　
　
六
四-

二
三
一
四

１１月１１日（日）午前９時から古丹別小学校（玉

野昭二校長）で、古丹別小学校フェスティバルが行わ

れた。当日は、児童１０２人が８班の縦割り班に別れ

て、からくりサスケや魚つりゲーム、おばけやしき、

ゴルフなどのお店を開いた。

児童のお店では、子どもたちが大きな声で「いらっ

しゃいませ」「ありがとうございました」と元気なあ

いさつが飛び交っていた。また、ゲームの受付や説明

なども児童らが行い、訪れた父母らを和ませていた。

ＰＴＡ教職員のお店では、焼き鳥やポップコーン、

おしるこ、ジュースなどもあり、児童や訪れた父母、

地域の方々で賑わっていた。

親
子
で
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
楽

し
む
（
上
）
児
童
ら
が
射
的
で

点
数
を
競
う
（
左
）

菊
花
展
会
場

古小フェスティバル

苫前町公民館フェスティバル展示部門　芸術作品が勢揃い

ハタハタ発見

標識
トママエ

発見されたハタハタ。背ビレに標識がある。
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十
一
月
八
日
（
木
）
北
海
道
米
キ

ャ
ン
ペ
ン
ガ
ー
ル
影
山
舞
さ
ん
ら
六

人
の
留
萌
管
内
米
普
及
推
進
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
が
、
町
役
場
を
訪
れ
、
苫
前

消
費
者
協
会
（
林
千
代
美
会
長
）
逢

坂
武
子
副
会
長
と
伊
藤
栄
子
副
会
長
、

後
藤
た
み
よ
事
務
局
員
と
地
元
産
米

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

北
海
道
に
お
け
る
留
萌
管
内
産
米

の
シ
ェ
ア
は
四
％
程
度
で
あ
る
が
、

美
味
し
さ
の
指
標
と
さ
れ
る
「
低
タ

ン
パ
ク
米
」
の
生
産
実
績
は
、
十

七
・
十
八
年
産
で
全
道
一
と
な
り
、

流
通
業
界
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
。

こ
の
日
訪
れ
た
、
松
本
勲
Ｊ
Ａ
南

る
も
い
代
表
理
事
組
合
長
は
「
高
い

生
産
技
術
と
恵
ま
れ
た
土
壌
、
気
象

条
件
を
も
と
に
次
年
度
以
降
は
、
農

薬
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
減
ら
し
、
消

費
者
に
よ
り
信
頼
さ
れ
る
安
全
で
安

心
な
お
米
を
作
っ
て
行
き
た
い
」
と

述
べ
て
い
た
。

苫
前
消
費
者
協
会
の
逢
坂
、
伊
藤

副
会
長
は
「
地
元
の
米
を
息
子
や
娘

に
贈
る
と
、
す
ご
く
お
い
し
く
な
っ

た
と
喜
ん
で
い
る
」
と
話
し
、
米
の

品
質
の
向
上
に
笑
顔
を
み
せ
て
い
た
。

ま
た
、
松
原
幸
博
Ｊ
Ａ
苫
前
代
表

理
事
組
合
長
は
「
よ
り
安
全
・
安
心

な
農
産
物
作
り
に
励
み
ま
す
。
是
非
、

地
元
産
の
米
の
お
い
し
さ
を
知
人
や

親
類
な
ど
に
広
く
紹
介
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
た
。

１１月１日（木）苫前中学校の生徒会長瀬川直生くん
（3年）と副会長大沼昇平くん（3年）が、社会福祉協議会
を訪れ、「赤羽根募金」を開発法起社会福祉協議会事務局
長に手渡した。
また、役場支所には、古丹別中学校生徒会の松原一真く

ん（２年）と柴田彩里さん（１年）が訪れ、「赤羽根募金」
を伊藤通康支所長に手渡した。
１１月１９日（月）には、苫前小学校の児童会長坂川さ

ゆみさん（６年）副会長の野澤龍矢くん（６年）清水理緒
奈さん（５年）書記の小澤菜摘さん（６年）成川楓さん
（５年）が、社会福祉協議会を訪れ、「赤羽根募金」を開発
事務局長に手渡した。
苫中の瀬川くんは「みんなが気持ちよく募金してくれた」
と話し、大沼くんは「みんな募金してくれる気持ちがある
んだなぁと思った」と感想を述べ、募金してくれた仲間に
感謝していた。
古丹別小学校は、１１月５日（月）に担当教諭が社会福

祉協議会を訪れ、苫前商業高等学校は、１１月２日（金）
役場支所を通して、社会福祉協議会に「赤い羽根共同募金」
を手渡した。
開発事務局長は「皆様の善意を地域の様々な福祉活動や

ボランティア活動のために活用させていただきます」と感
謝の言葉を述べていた。

町内小中学校の児童会・生徒会役員が
次々に社会福祉協議会を訪れる

留
萌
管
内
産
米
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン

キャラバン隊と苫前消費者協会役員の皆さん

キャンペンガールからななつぼし５キロを
プレゼントされた逢坂副会長（左）

開
発
事
務
局
長
（
右
）
に
募
金
を
手
渡
す

苫
中
の
瀬
川
く
ん
と
大
沼
く
ん

役
場
支
所
を
訪
れ
た
古
中
の
松
原
く
ん
と

柴
田
さ
ん

苫
小
児
童
会
役
員
の
坂
川
さ
ん
と
野
澤
く
ん
、

清
水
さ
ん
、
小
澤
さ
ん
、
成
川
さ
ん

赤い羽根共同募金

留
萌
管
内
産
米
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
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11月1日（木）萌州建設株式会社苫前支店（秋山貴人苫前支店長）
と羽幌警察署（阿部雅弘署長）が、地域の安全を目的とする防犯活動
に関する協定書を締結した。秋山苫前支店長は「両者が必要に応じて
情報交換を行うことにより、地域内のより一層の防犯意識の高まりと
自治意識の広まりの一助としたい」と話し、阿部署長も「地域の防犯
意識の高まりを期待したい」と述べた。
今後は、警察署と陸運局の
許可のもと防犯パトロール車
両5台に青色回転灯を設置し、
子どもたちの安全確保や交通
事故防止、災害発生時の救助

活動など地域の安全確保に関する活動を行う。
また、２日（金）には、昨年に続きヤマベ釣り愛好者で構成する渓遊
愛好会（二本柳健司代表：札幌市在住）の要請を受けて、萌州建設株式
会社（本社：留萌市、畑中修平社長）の職員１２人がヤマベの発眼卵１
５万粒を字九重の南出の沢川に埋設放流、２５万粒を町内全域の川に埋
設放流した。このような環境改善活動は、同社がISO14001（環境マネ
ジメント）を取得し行っている。
二本柳代表は「これまでは、会員の嘉野利一さん（字古丹別）ら２、
３人にで行っていた作業であるが、地域貢献の一環として会社ぐるみで
行ってくれることに感謝します」と話していた。

地 域 社 会 貢 献 事 業

十
一
月
二
十
二
日(

木
）
苫
前
保
育

園
（
打
田
美
智
子
園
長
）
の
藤
組
園

児
十
四
人
が
役
場
を
慰
問
し
た
。

園
児
ら
は
、
森
町
長
、
斉
藤
副
町

長
ら
職
員
約
三
十
名
に
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
た
。

藤
組
代
表
の
佐
藤
陽ひ

来ら
い

く
ん
が

「
い
つ
も
お
仕
事
ご
苦
労
様
で
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
本
田
愛ま

な

珠み

さ
ん
が
森

町
長
に
花
束
を
手
渡
し
た
。

森
町
長
は
「
藤
組
さ
ん
の
皆
さ
ん

も
カ
ゼ
な
ど
ひ
か
ず
、
元
気
に
頑
張

っ
て
下
さ
い
」
と
述
べ
、
お
み
や
げ

を
手
渡
し
た
。

こ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
、
消
防

苫
前
支
署
や
郵
便
局
な
ど
を
訪
問
し

て
日
頃
の
勤
労
に
対
し
て
感
謝
の
こ

と
ば
を
贈
っ
た
。

勤
労
感
謝
で

苫
前
保
育
園
児
が

職
場
慰
問

青
色
回
転
灯
を
装
置
し
た

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車

締結後に握手を交わす阿部署長（左）と秋山支店長（右）

サ
ク
ラ
マ
ス
の
発
眼
卵
を

埋
設
す
る
職
員

萌州建設（株）苫前支店と羽幌警察署が地域の安全に関する協定書を結ぶ
本社サクラマスの発眼卵４０万粒を埋設放流（ISO14001：環境マネジメントシステム）

11月6日（火）三井住建道路株式会社（飯田誠北海
道支店長）が、道道力昼九重線の工事受注に伴う地
域貢献事業の一環として、古丹別中学校の校門入口
の路面補修工事を行った。
これは、入り口付近のアスファルトに凹凸

でこぼこ

があり、
生徒の登下校やスクールバスなど車の往来に支障が

あった箇所を補
修したもの。
当日は同社職
員四人がアスフ
ァルトの凹凸を
丁寧に補修して
いた。

三井住建道路株式会社古中路面補修工事 堀口･三協経常建設共同事業体･萌州建設株式会社
危険遊具の撤去

古中正門前の補修作業を行う

11月12、13日堀口・三協経常建設共同事業体（斉
藤順一工事事務所長）萌州建設株式会社（畑中修平
代表取締役）が、道道力昼九重線の工事受注に伴う
地域貢献事業を行った。
苫前小学校、古丹別小学校、ハマナス公園の老朽
化した危険性のある滑り台やブランコなどの遊具を
撤去し、穴の
空いたグラン
ドの整地作業
を行ったもの。
職員6名は、晴
天の下、地域
貢献の汗を流
した。

古小の遊具撤去後の整地作業を行う
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十
一
月
十
一
日
（
日
）
午
前
十
時

か
ら
町
公
民
館
に
お
い
て
、
苫
前
町

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
（
大
矢
根
勝

代
会
長
）
と
町
教
育
委
員
会
主
催
の

第
四
十
八
回
苫
前
町
女
性
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。

開
会
式
で
大
矢
根
会
長
は
「
高
齢

者
が
行
き
場
を
失
う
よ
う
な
福
祉
社

会
に
な
っ
て
来
て
い
る
と
毎
日
の
よ

う
に
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
で
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
日
は
、
突
然
や
っ

て
く
る
介
護
に
つ
い
て
の
講
演
も
あ

り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
学
習
し
、
有

意
義
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。

最
初
の
研
修
で
は
「
介
護
は
突
然

や
っ
て
く
る
〜
番
外
編
〜
」
と
題
し

て
、（
株
）
萌
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
蔵
根

幹
夫
代
表
取
締
役
が
講
演
。
蔵
根
代

表
は
、
最
初
に
出
席
者
全
員
を
立
た

せ
、
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
行

い
、
心
身
共
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て

か
ら
講
演
に
入
っ
た
。

講
演
で
は
介
護
保
険
の
利
用
方
法

な
ど
を
説
明
し
た
ほ
か
、
高
齢
者
虐

待
に
つ
い
て
具
体
的
な
例
を
あ
げ
て

説
明
し
た
。

昼
食
後
は
、
前
田
千
鶴
子
さ
ん
を

講
師
と
し
て
、「
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
講
座
」

が
行
わ
れ
た
。
前
田
さ
ん
は
「
毎
日
、

少
し
で
も
軽
い
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
」

と
話
し
、
参
加
者
全
員
が
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
笑
顔
で
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て

い
た
。

十
一
月
十
三
日
（
火
）
千
葉
建
設

有
限
会
社
（
千
葉
國
雄
代
表
取
締
役
）

と
北
海
道
教
育
委
員
会
（
吉
田
洋
一

教
育
長
）
が
北
海
道
家
庭
教
育
サ
ポ

ー
ト
企
業
等
制
度
の
協
定
を
結
ん
だ
。

当
日
は
、
千
葉
建
設
の
事
務
所
に

中
村
清
隆
留
萌
教
育
局
次
長
と
長
谷

川
孝
社
会
教
育
指
導
班
主
査
が
訪
れ
、

協
定
書
の
第
一
条
か
ら
す
べ
て
の
内

容
に
つ
い
て
長
谷
川
主
査
が
朗
読
。

お
互
い
に
内
容
等
を
確
認
後
、
正
式

に
調
印
し
、
協
定
書
が
交
わ
さ
れ
た
。

千
葉
建
設
（
有
）
の
主
な
取
組
計

画
は
、
従
業
員
が
休
暇
を
取
り
や
す

い
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
参
観

日
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
積
極
的
に
参

加
す
る
よ
う
に
促
す
ほ
か
、
子
ど
も

た
ち
が
参
加
す
る
地
域
行
事
に
、
物

的
・
人
的
協
力
を
行
う
。
毎
月
第
三

日
曜
日
の
「
道
民
家
庭
の
日
」
の
普

及
・
啓
発
の
取
組
を
行
う
な
ど
の
地

域
行
事
へ
の
協
力
・
支
援
、
学
校
行

事
へ
の
参
加
促
進
、「
道
民
家
庭
の
日
」

等
の
普
及
を
上
げ
た
。

協
定
の
期
間
は
、
こ
の
日
か

ら
平
成
二
十
二
年
三
月
末
日
ま

で
と
な
り
、
北
海
道
教
育
委
員

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
こ
れ

ら
の
取
組
が
紹
介
さ
れ
る
。

千
葉
社
長
は
「
こ
の
家
庭
教

育
サ
ポ
ー
ト
企
業
制
度
の
活
動

を
通
し
て
地
域
に
役
立
つ
こ
と

が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
感

想
を
話
し
て
い
た
。

当
町
で
は
、
こ
の
「
北
海
道

家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト
企
業
等
制

度
」の
協
定
書
を
結
ん
だ
の
は
、

今
年
二
月
の
橋
場
産
業
株
式
会

社
、
渡
部
工
業
株
式
会
社
の
締

結
に
次
ぎ
三
社
目
と
な
る
。

十
一
月
十
一
日
（
日
）
苫
前
小
学

校
体
育
館
で
、
第
三
十
三
回
平
井
杯

争
奪
剣
道
大
会
が
行
わ
れ
た
。

三
上
剣
道
連
盟
会
長
ら
役
員
の
ほ

か
剣
道
連
盟
父
母
の
会
が
大
会
を
運

営
し
、
関
係
者
約
三
十
人
が
応
援
す

る
中
、
小
中
学
生
の
少
年
剣
士
十
二

人
は
、
元
気
な
声
を
出
し
て
試
合
に

挑
ん
で
い
た
。

試
合
結
果
（
優
勝
者
）

○
小
学
校
一
・
二
年
生
の
部

優
勝
　
赤
坂
　
丈
　
（
苫
小
二
年
）

○
小
学
校
三
・
四
年
生
の
部

優
勝
　
田
中
稜
太
　
（
苫
小
四
年
）

○
小
学
校
五
年
生
の
部

優
勝
　
後
藤
光
輝
　
（
古
小
五
年
）

○
中
学
生
の
部

優
勝
　
猪
股
祐
哉
　
（
苫
中
二
年
）

介護とリズム体操を研修

家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト
企
業
等
制
度
を
締
結

千
葉
建
設
有
限
会
社

町
剣
道
連
盟
が
最
終
戦

平
井
杯
争
奪
剣
道
大
会

第48回　苫前町女性大会

中
村
次
長
（
左
）
と
千
葉
社
長
（
右
）
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～あなたの学びたいを応援します～

e-mail shakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp

でんわ ６５－４０７６
F A X ６５－３２２０苫前町公民館ご相談・お問い合わせは

冬期間の室内スポーツといわれる百人一首。上位４チームは中部３町村子ども会かるた大会への出場資格
を得ることができます。３人一組で熱く燃え上がってみませんか？

○日　時　平成20年１月6日（日）9:00～
○場　所　苫前町公民館
○部　門　小学生の部・中学生の部
○参加費　無　料

主催　　苫前町子ども会育成連絡協議会・苫前北斗歌留多クラブ

苫前町子どもかるた大会

夢のひと宝くじ文化公演

町内のスキー場がオープンします！

◇開設期間 平成20年1月5日（土）～平成20年2月29日（金）
◇定　休　日 毎週火・木曜日（冬休み期間は火曜日のみ定休日）
◇リフト運行

◇リフト料金

※　積雪の状況により、オープン日が変更することがあります。
※　１６：４５～１８：３０はメンテナンスのためリフト、ロッジともに休業させていただきます。
※　ロッジはリフト運行終了後１５分間利用できます。

☆スキー置き場に個人のスキーを置くことはできますが、
破損、紛失等については一切責任を負いません。
（スキー靴はお持ち帰り下さい。）
☆開設期間、リフト運行時間等は積雪や天候の状況により
変更する場合もあります。

1月5日～1月20日の期間

平　　日

土曜祝日

日　　曜

13:00～20:45

13:00～20:45

13:00～15:45

18:30～20:45

1月21日～2月29日の期間

利用券区分

小・中学生

高　校　生

一　　　般

１日券

１００円

２００円

３１０円

シーズン券

５００円

１，０００円

２，０３０円

苫前三角点スキー場・古丹別緑ヶ丘スキー場

逆らえない運命の中でそれぞれの女と幸せになるために、戦前の日本という時代とともに駆け抜けた二人の男を、
升毅、渡辺いっけいが旬に演じます。その他、神田沙也加、安倍麻美など豪華キャストが共演します。

日　時　平成20年1月19日（土） 開場18:00 開演18:30
会　場　苫前町公民館講堂
入場料　一　　　般2,000円（当日2,500円）

高校生以下1,000円（当日1,500円）
主　催　苫前町、苫前町教育委員会、北海道、(財)自治総合センター
※宝くじの助成により通常料金の約半額となっております。
※前売りで完売した場合は、当日券はございません。
※未就学児童のご入場はご遠慮ください。

苫前町役場前より無料送迎バスを
運行しますのでご利用ください。

事前に予約が必要です
17:40発

町内のスキー場がオープンします！
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Dr.小野の処方せん 

今
月
の
担
当
は
福
澤
保
健
師
で
す 
『
な
ぜ
風
邪
を
ひ
く
の
？
』 

健　　康 
ばんざい 

▼
な
ぜ
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
う
の
？

風
邪
を
ひ
く
一
番
の
原
因
は
ウ
イ
ル

ス
感
染
に
よ
る
も
の
で
、
原
因
の
約
９

割
を
占
め

て
い
る
と

い
わ
れ
ま

す
。
ウ
イ

ル
ス
は
体

内
に
侵
入

す
る
と
喉

や
肺
な
ど

の
呼
吸
器

に
炎
症
を

起
こ
し
、

く
し
ゃ
み

や
鼻
水
、

発
熱
な
ど
の
症
状
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま

す
。ウ

イ
ル
ス
の
種
類
は
非
常
に
多
く
、

風
邪
に
関
わ
る
ウ
イ
ル
ス
だ
け
で
も
２

０
０
種
類
以
上
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

▼
風
邪
な
ん
で
も
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
風
邪
の
時
は
お
風
呂
に
入
っ
て
は
い

け
な
い
の
？

Ａ
熱
が
38
度
く
ら
い
ま
で
な
ら
、
入
っ

て
も
大
丈
夫
。
し
か
し
、
入
浴
後
は
完

全
に
汗
を
拭
き
取
り
湯
冷
め
し
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
厚
着
を
す
る
と
風
邪
予
防
に
な
る

の
？

Ａ
極
端
に
重
ね
着
を
す
る
と
身
体
の
温

度
に
対
す
る
順
応
性
が
低
下
し
、
逆
に

風
邪
を
ひ
き
や
す
い
体
質
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
手
足
・
身
体
が
ど
う
し
て

も
冷
え
て
し
ま
う
人
は
、
普
段
か
ら
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動
で
、

脂
肪
が
燃
え
や
す
い
身
体
づ
く
り
を
し

て
い
く
と
血
行
が
良
く
な
り
、
冷
え
も

改
善
さ
れ
ま
す
。

▼
風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
違
い

く
し
ゃ
み
や
発
熱
な
ど
、
症
状
が
風

邪
に
似
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
高
熱
や
頭
痛
、
筋

肉
痛
や
全
身
の
だ
る
さ
が
風
邪
よ
り
強

く
現
れ
ま

す
。
特
に

発
熱
は
39

度
に
も
上

が
り
、
数

日
続
き
ま

す
。
ま
た
、

全
身
症
状

が
起
こ
っ

た
後
に
喉

の
痛
み
や

咳
な
ど
の

呼
吸
器
系

の
症
状
が

出
現
し
ま

す
。

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

１
、
感
染
経
路
を
遮
断
す
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
体
内

に
侵
入
さ
せ
な
い
た
め
に
、
う
が
い
、

手
洗
い
、
部
屋
の
換
気
で
感
染
経
路
を

絶
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

２
、
抵
抗
力
を
つ
け
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入

し
て
も
身
体
に
抵
抗
力
を
つ
け
る
こ
と

で
、
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
、
ウ
イ
ス
ル
を
近
づ
け
な
い

感
染
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
が
感
染
し
た
ら
、

人
に
広
め
な
い
よ
う
に
外
出
を
控
え
た

り
、
マ
ス
ク
を
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

鳥のインフルエンザから新型インフルエンザが発生
し、将来大流行が起きる事が心配されている。その対
策は①薬による治療と予防②ワクチン接種③隔離④手
洗い、うがい、マスク着用などである。タミフルの備
蓄により流行に備えているが今の備蓄量では不足だと
言う。その際の投与方法は倍量投与、長期投与、早期
投与が検討されており、現在の迅速診断は基準にせず、
疑いがあれば治療開始する。鳥Ｈ５Ｎ１では発病後２
～３週間後でもウイルス増殖が続くため投与法が変わ
るのである。耐性の問題もあり最近リレンザの備蓄が
増産されている。新型インフルエンザの流行は、６～
８週間続くが新型インフルエンザワクチンの供給には
数ヶ月を要するために間に合わない。米国では新型イ
ンフルエンザの死亡率によりカテゴリー１～５に分類
し対応を定めている。毎年のインフルエンザのレベル
はカテゴリー１で、日本のスペイン風邪は死亡率
1.6％でカテゴリー４であったとしている。

インフルエンザ

医療法人社団
オロロン会　苫前クリニック

理事長　小野　哲郎　　1 64－9070

年末年始は火気の取扱が多くなりますので十分注意して下さい。

歳末特別警戒実施歳末特別警戒実施 12月25日（火）～12月31日（日）

揚げ物をしている時などは
その場から離れないように
しましょう。

コンセントからの火災も多く発
生しています。大掃除の際はコ
ンセントの掃除も忘れずに。

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署� 64-2321
〃　　　　古丹別支署� 65-4119

｢行く年 来る年 火の用心｣

僕の年も火の用心を
忘れずに！
また、住宅用警報器
を早めに取り付けま
しょう。 冬は足元
が滑りますので、転
倒しないよう十分注
意して下さい。
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不明な点などございましたら、
苫前町町民課しあわせ係または

苫前町地域包括支援センター（64-2215）へ
お気軽にご照会願います。

（１）生きがいデイサービス事業
（利用申込　苫前町生きがいデイサービスセンター）

・業務内容　生活指導、日常動作訓練、養護、健康チェ
ック及び送迎、給食、入浴サービス
・利用内容　週1回、6時間を標準とし、利用定員は概ね
15人です。
・サービス提供　苫前町生きがいデイサービスセンター

苫前町では、介護認定審査での要介護認定で「自立（非該当）」と判定された高齢者の方に、自立した生活と心身
機能の維持向上等などを目的に、生きがい対策支援事業を実施しております。

（２）介護予防・生活支援事業

（利用申込　苫前町地域包括支援センター）

下記の業務について週1回、１時間３０分を標準とし、社

会福祉法人苫前町社会福祉協議会が実施しております。

ア　軽度生活援助業務

・業務内容　高齢者の自立した生活の継続と要介護状態へ

の進行防止を目的に、軽易な日常生活上の援助を行う業

務

・対象者　在宅の一人暮らしの高齢者等

イ　生活管理指導員派遣業務

・業務内容　要介護状態への進行防止を目的に、居宅に生

活管理指導員を派遣し、基本的な生活習慣の習得・対人

関係の構築するための支援・指導等を行う業務

・対象者　基本的な生活習慣を行うことが困難な高齢者

苫前町生きがい対策支援事業

～介護認定審査で自立と判定された方へのサービス～

つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド
す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

平成20年4月から
高齢者の医療制度が変わります

75
歳
以
上
の
方
は
現
在
、
国
民
健

康
保
険
や
被
用
者
保
険
な
ど
の
医
療

保
険
制
度
に
加
入
し
な
が
ら
、
老
人

保
健
制
度
で
医
療
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
は
そ
れ
ら

を
脱
退
し
、
新
し
く
創
設
さ
れ
る

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
移
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

◆
新
し
い
制
度
の
目
的
は
な
に
？

老
人
医
療
費
を
中
心
に
国
民
医
療

費
が
増
大
す
る
な
か
、
国
民
皆
保
険

を
維
持
し
、
医
療
保
険
制
度
を
将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て

い
く
た
め
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し

た
仕
組
み
と
し
て
、
高
齢
者
世
代
と

現
役
世
代
の
負
担
を
明
確
化
し
、
公

平
で
わ
か
り
や
す
い
独
立
し
た
医
療

制
度
を
創
設
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
老
人
保
健
制
度
に
替
わ
り
、

新
し
く
創
設
さ
れ
る
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
は
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
運

営
が
始
ま
り
ま
す
。

◆
対
象
者（
被
保
険
者
）は
だ
れ
？

▽
75
歳
以
上
の
方

▽
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
65
歳
以

上
75
歳
未
満
の
方

◆
保
険
料
は
ど
う
な
る
の
？

個
人
ご
と
に
算
定
さ
れ
た
保
険
料

を
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
が
支
払
う

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
ス
タ
ー
ト

こ
と
と
な
り
、
原
則
と
し
て
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
（
所
得
の
低
い

方
は
、
世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て

保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
）。

※
詳
細
は
折
込
チ
ラ
シ
に
記
載
し
て

お
り
ま
す
。

◆
医
療
機
関
の
窓
口
で
の
自
己
負
担

は
ど
う
な
る
の
？

現
行
の
老
人
保
健
制
度
と
同
様
に
、

１
割
負
担
（
た
だ
し
現
役
並
み
所
得

者
は
３
割
負
担
）
と
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
事
務
局

�
０
１
１
―
２
９
０
―
５
６
０
１

苫
前
町
町
民
課
し
あ
わ
せ
係

�
64
―
２
２
１
５
（
２
２
６
）
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住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報
遺
族
年
金
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
が
死
亡
し
た
と
き
に
、
そ
の

人
の
子
の
あ
る
妻
又
は
子
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

（
一
）
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
る

こ
と

（
二
）
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ

た
人
で
、
日
本
国
内
に
住
所
が

あ
り
、
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳

未
満
で
あ
る
こ
と

（
三
）
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
者
で
あ

る
こ
と

（
四
）
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
を
満
た
し
た
人
で
あ
る
こ
と

た
だ
し
、(

一)

又
は(

二)

に
該
当
す

る
人
が
死
亡
し
た
場
合
で
、
そ
の
人
が

死
亡
し
た
月
の
前
々

月
ま
で
に
被
保
険
者

期
間
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
被
保
険
者

期
間
の
う
ち
、
保
険

料
を
納
め
た
期
間
と

免
除
さ
れ
た
期
間
を

合
わ
せ
た
期
間
が
三

分
の
二
以
上
あ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

(

死
亡
日
が
、
平
成

二
十
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
あ
る
と

き
は
、
直
近
の
一
年

人
目
の
子
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
二

二
七，

九
〇
〇
円
が
、
三
人
目
以
降

に
つ
い
て
は
一
人
に
つ
き
七
五，

九

〇
〇
円
が
加
算
さ
れ
支
給
さ
れ
ま
す
。

子
に
支
給
さ
れ
る
場
合
は
、
基
本

額
に
、
子
が
二
人
以
上
の
場
合
は
、

二
人
目
の
子
に
二
二
七，

九
〇
〇
円
、

三
人
目
以
降
は
一
人
に
つ
き
七
五，

九
〇
〇
円
が
加
算
さ
れ
、
子
の
数
で

割
っ
た
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
か
っ

た
り
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
場

合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
残
さ

れ
た
家
族
が
困
ら
な
い
た
め
に
も
、

必
ず
保
険
料
を
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

◇

遺
族
基
礎
年
金
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
留
萌
社
会
保
険
事
務
所

業
務
課
（
〇
一
六
四
―
四
三
―
七
二

一
一
）
又
は
役
場
町
民
課
住
民
係

（
六
四
―
二
二
一
五
内
線
二
七
五
）
ま

で
連
絡
願
い
ま
す
。

間
に
滞
納
が
な
け
れ
ば
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。)

こ
の
年
金
の
受
給
対
象
と
な
る
人

は
、
そ
の
人
が
死
亡
し
た
当
時
、
そ

の
人
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い

た
次
の
妻
又
は
子
で
す
。

（
一
）
死
亡
し
た
夫
の
、
十
八
歳
ま
で

の
子
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

る
妻

（
二
）
死
亡
し
た
人
の
、
十
八
歳
ま
で

の
子

し
た
が
っ
て
、
夫
が
死
亡
し
た
と

き
は
、
妻
と
子
が
、
妻
が
死
亡
し
た

と
き
は
子
が
、
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
者
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
婚
姻
し
て
い
る
子
に
つ
い

て
は(

一)

と(

二)

の
子
と
し
て
扱
わ
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
死
亡
し
た
人
の
死

亡
当
時
胎
児
だ
っ
た
子
が
生
ま
れ
た

と
き
は
、
そ
の
子
は
、
死
亡
し
た
人

に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
も

の
と
み
な
し
、
妻
は
、
死
亡
当
時
、

そ
の
子
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た

も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

妻
に
は
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な

い
が
事
実
婚
姻
関
係
に
あ
る
人
も
含

ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
子
に
つ
い
て

は
事
実
上
の
子
と
い
う
の
は
認
め
ら

れ
ず
、
死
亡
し
た
人
の
実
子
又
は
養

子
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

支
給
さ
れ
る
年
金
額
は
、
子
の
あ

る
妻
に
支
給
さ
れ
る
場
合
、
基
本
額

七
九
二，

一
〇
〇
円
に
一
人
目
と
二

年
金
の
支
給
に
つ
い
て

（
遺
族
基
礎
年
金
）

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

国

民

年

金



住民基本台帳法の規定により、毎年少なくとも1回、住民基本台帳の一部の写
しの閲覧に関する状況を公表しなければならないこととされています。苫前町に
おける平成18年11月1日から平成19年9月30日までの閲覧の状況は、次のとおり
となっています。

【申出者】㈱日本リサーチセンター　代表取締役　鈴木稲博
【利用の目的】日本銀行が行う「生活意識に関するアンケート調査」の対象者抽出のため
【閲覧期日】平成19年5月10日
【閲覧に係る住民の範囲】字力昼及び字九重に住民登録している者

住民基本台帳の一部の写しの閲覧の状況を公表します

12月 町税の納期
国民健康保険税
介護保険料の納入月です。

発生件数 ３件
死 者 数 １人
負傷者数 ４人

交通事故死ゼロ日数は
10月31日現在で
107日

苫前町の交通事故情報
平成19年10月末現在

慎
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

戸

籍

の

小

箱

川
村
　
琴
子
（
95
歳
）
10
月
18
日

旭

後
藤
　
隆
公
（
76
歳
）
11
月
10
日

古
丹
別
　

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
羽
幌
町
ミ
カ
エ
ル
祭
実
行
委
員
会

様

○
古
丹
別
　
田
　
渕
　
ミ
ヨ
子
　
様

各
町
内
会
・
団
体
等
へ
の
寄
付

長
島
老
人
ク
ラ
ブ
へ

○
芦
別
市
　
水
　
谷
　
幹
　
夫
　
様

三
渓
渓
友
会
へ

○
古
丹
別
　
林
　
　
　
ス
エ
ノ
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

◎
年
末
に
お
け
る
犯
罪
及
び
事
故
の
防
止
　

〜
犯
罪
や
事
故
の
な
い
年
末
〜

年
末
は
、
空
き
巣
や
ひ
っ
た
く
り
、
自
動
車
盗
難

な
ど
、
身
近
な
犯
罪
の
多
発
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
北
海
道
警
察
で
は
、
本
年
12
月
15
日
か
ら
年
末

ま
で
の
間
、「
歳
末
に
お
け
る
特
別
警
域
」
を
実
施

し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
等
を
強
化
し
ま
す
。

道
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
、
安
全
で
平
穏
な

年
末
を
送
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
犯
罪

被
害
や
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
少
し
の
間
で
も
必
ず

戸
締
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
多
額
の
現
金
を
持
ち
歩
く
と
き
は
　

・
タ
ク
シ
ー
の
利
用
や
複
数
人
で
行
動
す
る

・
バ
ッ
グ
を
車
道
と
反
対
側
に
し
っ
か
り
持
つ
な
ど

し
て
、
ひ
っ
た
く
り
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
キ

ー
を
抜
い
て
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
車
内
に
は
バ
ッ
グ
や
現
金
等
の
貴
重
品

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
飲
酒
運
転
の
根
絶

〜
つ
い
一
杯
　
鈍
る
判
断
　
待
つ
地
獄
〜

飲
酒
し
て
運
転
す
る
と
、
気
が
大
き
く
な
り
ス
ピ

ー
ド
出
し
過
ぎ
た
り
、
ま
た
、
注
意
力
が
低
下
す
る

た
め
信
号
や
歩
行
者
な
ど
を
見
落
と
し
や
す
く
な

り
、
事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
し
か
飲
ん
で
い
な
い
か
ら
」「
す
ぐ

近
く
だ
か
ら
」
と
安
易
に
飲
酒
運
転
を
す
る
と
、
厳

罰
を
科
せ
ら
れ
一
生
後
悔
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
道
路
交
通
法
が
一
部
改
正
に
！

依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い
飲
酒
運
転
を
根
絶
す

る
た
め
、
本
年
９
月
19
日
、
悪
質
・
危
険
運
転
者
対

策
と
し
て
、
飲
酒
運
転
に
対
す
る
罰
則
強
化
と
運
転

者
の
周
辺
者
に
対
す
る
車
及
び
酒
類
提
供
、
同
乗
の

禁
止
等
を
盛
り
込
ん
だ
、
改
正
道
路
交
通
法
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

羽
幌
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

村
上
　
歩
夢

あ
ゆ
む

親
之
／
真
希
代

10
月
21
日

小
　
川

伊
藤
　
心
珠

み
す
ず

芳
史
／
幸
代

10
月
25
日

古
丹
別

岩
崎
　
志
音

し
お
ん

健
男
／
夕
子

10
月
29
日

苫
　
前

杉
本
優
希
乃

ゆ

き

の

晃
典
／
里
香

11
月
８
日

古
丹
別

二男長女長女二女

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す住所
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輪
　
島
　
慎
　
介
（

旭
　
）
小
　
笹
　
明
　
希
（
羽
幌
町
）

岡
　
田
　
研
　
二
（
羽
幌
町
）
高
　
畠
　
直
　
美
（
苫
　
前
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に

風力発電の売電状況
（ 町営風来望３基分 ）

19年度売電累計 36,237,299円
（昨年実績 26,178,972円）

平成19年11月分の実績
・供給電力量　802,200kWh 

10,065,604円
（昨年実績 6,310,137円）

☆「人権」ってなんですか？
人権とは、“社会において幸福な生活を営むために必要な固有の権利”であり、す
べての国民に等しく保障されているものです。
しかし、この権利を「かって」や「きまま」とはきちがえて、他人のことは考えず
自分の権利だけを主張する人がいるため、他人の人権が侵される事件が起きています。
私たちは、基本的人権をお互いに尊重しあうとともに、自分たちの力で大切に守り
育てていかなければなりません。
☆「人権週間」ってなんですか？
1948年12月10日国連総会において「世界人権宣言」が採択されました。
その日を記念して「人権デー（Human Rights Day）」が定めれ、人権デーを最終
日とする1週間を「人権週間」として、広く国民に人権尊重思想の普及高揚を呼びか
けています。
☆「人権擁護委員」ってどんな人？
人権擁護委員は、地域住民の中から人格識見が高く、広く社会の実情に通じ、人権
擁護に理解のある方を市町村長が推薦し、法務大臣が委嘱した方々です。
☆どんなときに「相談」するの？
人権相談には、家庭内の間遠（夫婦･親子･結婚一離婚･扶養･相続･家庭内の暴力等）、
子どもの問題（いじめ・体罰等）、隣近所とのもめごとなど、とても幅広い問題が持
ち込まれます。
人権擁護委員は、いつでも相談に応じています。相談は無料で、むずかしい手続き
もいらず、もちろん秘密は固く守られます。
☆　どこへ行けばいいの？
相談は、人権擁護委員の自宅、法務局の常設相談所、人権週間などに開設される特
設相談所で受け付けています。

第59回人権週間（12月4日～10日）配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
平
成

二
十
年
一
月
十
一
日
か
ら
変
わ

り
ま
す
。

保
護
命
令
制
度
の
拡
充
、
市

町
村
に
対
す
る
基
本
計
画
策
定

の
努
力
義
務
等
を
定
め
た
、
配

偶
者
暴
力
防
止
法
の
一
部
改
正

法
が
、
平
成
十
九
年
の
通
常
国

会
で
成
立
し
、
七
月
十
一
日
に

公
布
さ
れ
ま
し
た
。

○
改
正
の
主
な
内
容

Ⅰ
保
護
命
令
制
度
の
拡
充

１
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る

脅
迫
を
受
け
た
被
害
者
に

係
る
保
護
命
令

２
電
話
等
を
禁
止
す
る
保
護

命
令

３
被
害
者
の
親
族
等
へ
の
接

近
禁
止
命
令

Ⅱ
市
町
村
基
本
計
画
の
策
定
の

努
力
義
務
等

詳
し
く
は
、
北
海
道
ま
た
は

苫
前
町
窓
口
ま
で
。

内
閣
府
で
は
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
被
害
者
情
報
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.gender.go.jp/e-

vaw
/index.htm

）
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

配
偶
者
暴
力
防
止
法
の
改
正
に
つ
い
て

第59回人権週間（12月4日～10日）
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平成１９年度の年末年始期間については、１２月２８日が仕事納め、１月７日が仕事始めとなることか
ら、１２月２９日から１月６日までの間は、原則として、町の事務は行わないこととなります。このため、
９日間にわたり窓口サービスを利用できなくなることから、町民の皆さまに行政サービスを提供するため、
次のとおり臨時的に窓口業務を行うこととしましたのでお知らせします。

記
臨時的に窓口業務を行う場所、期日、取扱業務等

年末年始期間中における窓口業務のお知らせ

役場町民課

業務を行う日 １２月２９日（土）及び１月４日（金）の２日間

業務を行う
時　　　間

両日とも
午前１０時から午後４時まで

両日とも
午前１０時から午後３時まで

取り扱う業務 ■戸籍・除籍謄抄本等の交付、住民票の写し・戸籍附票の写し
の交付、印鑑登録証明書の交付
■役場町民課では、１月４日のみ、所得証明書、納税証明書、
固定資産評価証明書等の交付も行います。

※戸籍関係の届（出生届、婚姻届、死亡届等）については、いつでも届け
出ることができますが、祝日や土・日曜日など町の事務が休みの日は、
役場町民課でのみ受け付けることとなります。なお、上記の２日間につ
いては、古丹別支所でも受け付けます。

古丹別支所

冬
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
百
七
十
路
線
（
九
五
　
）
の
生
活

路
線
や
公
共
施
設
、
産
業
道
路
の
除
雪
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

次
の
点
に
ご
注
意
い
た
だ
き
、
ご
協
力
願
い
ま
す
。

○
早
朝
か
ら
除
雪
を
開
始
し
、
午
前
七
時
完
了
予
定
で
す
が
、

大
雪
や
吹
雪
で
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
原
則
、
緊
急
時
以
外
は
午
後
七
時
以
降
の
除
雪
は
行
い
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
急
病
患
者
な
ど
緊
急
を
要
す
る
と
き
は
、
役

場
建
設
課
又
は
道
路
維
持
管
理
事
業
協
同
組
合
へ
連
絡
願
い

ま
す
。

○
路
上
駐
車
や
公
共
施
設
駐
車
場
へ
の
夜
間
駐
車
は
、
除
雪
作

業
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
、
車
庫
等
へ
移
動
願
い
ま
す
。

○
町
が
指
定
し
て
る
場
所
以
外
の
民
地
の
空
き
地
の
雪
は
、
除

雪
し
ま
せ
ん
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
除
雪
や
排
雪
時
に
支
障
と
な
る
箇
所
へ
は
ポ
ー
ル
等
の
目
印

を
設
置
願
い
ま
す
。

冬
期
間
除
雪
委
託
業
者
決
定

除
雪
作
業
に
ご
協
力
願
い
ま
す
！

◇
昭
和
・
旭
地
区

山
本
建
設
工
業
㈱
６
５
・
３
１
４
１

◇
旭
・
四
線
沢
地
区

㈲
大
川
商
店
　
　
６
５
・
３
０
３
５

◇
苫
前
地
区

千
葉
建
設
㈲
　
　
６
４
・
２
８
１
９

◇
港
･
三
豊
地
区

千
葉
建
設
㈲
　
　
６
４
・
２
８
１
９

◇
北
香
川
・
上
平
・
力
昼
地
区

㈲
北
進
産
業
　
　
６
４
・
２
１
５
２

◇
幹
線
道
路
（
旧
直
営
路
線
）

山
本
建
設
工
業
㈱

橋
場
建
設
工
業
㈱

◇
南
長
島
・
香
川
地
区

苫
前
建
設
工
業
㈱
６
５
・
３
３
０
９

◇
北
長
島
・
九
重
地
区

橋
場
建
設
工
業
㈱
６
５
・
３
２
３
６

◇
古
丹
別
地
区

渡
部
工
業
㈱
　
　
６
５
・
３
０
５
５

◇
小
川
・
岩
見
・
東
川
地
区

林
商
会
　
　
　
　
６
５
・
３
３
０
４

◇
小
川
地
区
（
防
災
ダ
ム
道
路
）

林
商
会
　
　
　
　
６
５
・
３
３
０
４

◇
三
渓
地
区
（
苫
前
ダ
ム
道
路
）

ハ
ラ
ダ
工
業
㈱
苫
前
支
店

６
５
・
３
７
０
２

除
雪
期
間
は
、
翌
年
三
月
二
十
五
日
ま
で
。
委
託
さ
れ
る
除
雪
業
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

除排雪のお問い合わせは
苫前道路維持管理事業協同組合　65－3055
苫前町役場　建設課　管理係　　64－2315

冬
期
間
除
雪
委
託
業
者
決
定

除
雪
作
業
に
ご
協
力
願
い
ま
す
！

キ
ロ
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お知らせ 年末年始の町内各施設･機関の業務年末年始の町内各施設･機関の業務

ごみ収集車の運行
年末：１２月２８日（金）まで平常どおり収集
年始：　１月　４日（金）から平常どおり収集
なお、１月４日（金）に、
古丹別地区のみ午後から
「生ゴミ」の臨時収集を
行います。
【お問い合せ】
町民課けんこう係
1６４－２２１５

年末年始の町内各施設・機関の業務については、下記のとおりとなっております。
なお、ご不明な点などありましたら、各担当窓口までお問い合せ下さい。

歯科診療所の診療
年末：１２月２８日（金）古丹別

２９日（土）苫前
年始：　１月　７日（月）古丹別

８日（火）苫前
〔休診日〕１２月３０日（日）

から１月６日（日）
【お問い合せ】
町民課けんこう係
1６４－２２１５

ななかまどの館公衆浴場
年末：１２月３０日（日）まで平常どおり営業

３１日（月）午後１時から
午後５時まで営業

年始：　１月　４日（金）から平常どおり営業
【お問い合せ】
ななかまどの館
1６５－４３５１

し尿くみ取り業務
年末：１２月２８日（金）まで平常どおり営業
年始：　１月　７日（月）から平常どおり営業
１２月１５日以降の申し込みについては、年内の
くみ取りができない場合がありますので、お早め
にお申し込みください。

患者輸送車の運行
年末：１２月２８日（金）まで平常どおり運行
年始：　１月　４日（金）から平常どおり運行
〔運行休止日〕
１２月２９日（土）から１月３日（木）まで
【お問い合せ】
町民課けんこう係
1６４－２２１５

とままえ温泉ふわっと
年末、年始は平常どおり営業。
【お問い合せ】
とままえ温泉ふわっと
1６４－２８１０

苫前町公民館･図書室･福祉センター･スポーツセンター
●公民館・福祉センター
年末：１２月２８日（金）まで平常どおり
年始：　１月　７日（月）から平常どおり
●公民館図書室
年末：１２月２９日（土）まで平常どおり
年始：　１月　６日（日）から平常どおり
●スポーツセンター
年末：１２月３０日（日）まで平常どおり
年始：　１月　６日（日）から平常どおり

【お問い合せ】
教育委員会社会教育課
1６５－４０７６

｝いずれも午前まで診療

｝いずれも午後から診療
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公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

舞
台
部
門

ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
　
　
　
　
　
　
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

舞
台
部
門

ギ
ャ
ラ
リ
ー

公民館フェスティバル 舞台部門 ギャラリー

古
丹
別
小
学
校
四
年
生

大
正
琴
苫
前
町
同
好
会

苫
前
小
学
校
五
年
生

苫
中
＆
古
中
吹
奏
楽
部

苫
前
町
く
ま
獅
子
少
年
団

苫
前
鱗
萃
会

ク
リ
ス
タ
ル
コ
ー
ラ
ス

苫
前
民
謡
千
鳥
会

リ
ズ
ム
体
操
サ
ー
ク
ル

古
丹
別
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会


